
№ 項目 意見 対応

1 KPIの設定

　人口減少社会が今後も継続す
ることが懸念される状況におい
て、様々な事業実施に係る目標
値を高く掲げ過ぎないという事は
理解できます。
　しかしながら「三沢市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」は、三沢市
の目指すべき将来の姿を示す指
針であることから、本来は数値が
向上するという設定をするべきと
思います。
　今回、「1-2-1　農業の振興」、
「1-2-2　水産業の振興」、「4-2-2
スポーツの振興」では、人口減少
率以上の減少値がKPIとして設定
されていることは、余りにも消極的
過ぎる目標値であり、最低でも現
状維持程度とすべきと考えます。

　本総合戦略は、三沢市の最上位計画である「第
二次三沢市総合振興計画」を勘案したうえで作成
しております。総合振興計画の方向性の一つとし
て「維持」と「挑戦」（人口減少や少子高齢化と
いった社会環境下において、日々の暮らしを守る
ために「維持」し続ける分野と、未来に向かって
「挑戦」していく分野）に分け、限られた資源を効
果的・効率的に配分していくことを位置付けており
ます。
　ご指摘の項目は、人口減少率だけでなく、少子
高齢化の進展による影響が大きい項目となってお
り、特に「1-2-1　農業の振興」、「1-2-2　水産業
の振興」のKPIについては、農業・水産業の後継
者が不足する中で、その減少幅を最小限に抑え
ていくように目標値を設定しております。
　また「4-2-2　スポーツの振興」のKPIの「市内運
動施設利用者数」については、平成30年度実績
を基準値としておりましたが、天候等による影響も
考慮し、平成27年度から平成30年度までの平均
を基準値とし、その基準値より増加するように目標
値を修正いたします。

2
 4-2-1
文化の振興

　図書館のイメージが暗い。十和
田市や五戸町のような開放感が
ある建物にして、日米の市民が集
まる明るいところにすると、そらい
えの大人版のように活気ある場所
になるのでは。結果として文化活
動も盛んになると思います。

　図書館のイメージアップについては、多くの市
民が利用しやすい施設を目指して、その手法等
を検討したいと考えております。

パブリックコメントの意見と対応

【実施期間：令和2年1月8日（水）～令和2年1月29日（水）、意見数： 2件（2名）】


